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L合同町1::<!)d1II:l:..o町叩11)"'. 
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対
象

部
君
主
人
〔
紅

梅
は
除
〈
》

開伊ん智駐惨B彊

"'" ・Lんの予防量産11".011日から"'のよう
に刷醐柑で行いH.
刷'"廊Lん批判川臥んの刊を，.
e注.でで量るη川河す.
批判吋 aしんの軒"ヒU 1 !I ~lj帥刊
子tMMR金受"る」とができ虫、，.
4掴闘する子ども1:.J閣僚ページ〉岬帥曲
師側で受付ぜて〈闘い仰の間醐'"
.げられま曾ん} 純盆情相斜

〈闘岬〉軒眠写・"臼ー同制J時制H れ
の子〈通知軒返りaす)で判官廊しん民帥行
い倍、，'(-t 、 tt." 臨しん e 附R ，，~r.<;!lll，，"受"で川
い子山写31131回一，、叩"で
副."i!!付制で4-， 1;'10帆叫帥司ても "， 
，と ま健司悔しん "M'の予防銀種を受げでい“い子
〈ただし 彼担当日紅渇， .を掴える子ほ."りれ.甘ん〉

<""酬> ，存続3刷月 IIl-IIH判馴'"
刊 H咽酬と各区仰の幡町惜"

《劇 場~""'" I Jl 8臼~同前月a目白tu.. ''f''錦
酔平成河川~刊に三間合予防師向刊
すので厩ョ¥I;W6月上旬参でか三省轟金予防稽縄後民
受"て〈ださも .
〈帥釜山岨〉叫隠叩岳町…

同時『て師陣醐惜輔自問し帥
患をもりーてく'"、
予約白山通知民醐憲〈岬闘を記入1..，U>'l 
.，島.，たもの) 母子・・，.帳を仰勺て 子ど，の・・.

M・のよ〈わかる人"同行Lてく~ ~ ". 
通知・"低いと雪量砂られ"いので 平r.t3 Qo. 3 11初日以
伽伝入肝.哨の酬で通惜の幅制、、人路市

役制規制して"甘い.

。.'ヲら""ぃ子。
0.，1:"-(州、Il l~. A<.aぅ" 肘 ゴ騎手魁ロ
備に帥..，t.:1-11.t-崎 町4胴突問
Lんと山It2"U"-C叫い予
。帆 tt.:!J.しも畑醐叫日
0<幽.，1¥111."".!f(e， Jf.lI:eにかい泊。
急酬もL<11網棚1.t.: Im-T昨 M 子。，.聞にi夕、制 w・つげ".ζし肝
0臨しんl帥ーた子、''''-111悔しん 刷 Rの予防酬
4長受IH::1
0"刊以内 問グロプリン叫冊目
肝@他医師岬聞をするLと叫叫枇子

1. "-. .01) ~聞との陵摘も下119.l.l ~ >:.t Ij '." 
t¥11'Jの，・'̂ .

.1'c.~仏孟山崎 1 1111l.r.t. 3-岨…
制".ポυ性 "の置耐.週間以ょの帽を
あ"で2置します
o附 叫 ..0
出回同柵1111，!t t たヲタ1- ~"'it・M ι ，すので
畑配-"出刊酬や・1"!lI;lん柑ることが制'1". "，''''子どもの・・・M"，十分.・"τ"いて"
""'.It.:酬柑たち気に帥ることがあれば金集
宿舎酎た自問M醐し割問受けて〈だき".t 
e抽(/)1..(11"，-酬融鹿、



zhZの予防接種はこの医療機関で

" 
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奈良市民憲章

車庫U日本0.畠".ーしい自量とす守れ止宜.量産量

守，.肯置に性むも白にふSわtい自冒と開唱に生s量c， 
う
.且UJ.車'"ら， "肯世年同置睡で、，うらっと、
H ("'AII~4り量 ， ，う，
.且"甚阜のH、母ん屯のしあわ世わために唱担たがい
ι圃".い置 ，，う.
書且は措置で平和屯I1>， 11廿暑に福島たたか〈軍国ι量
L.H.う.
畠且u.，，，.(まち，車R舟圃車?喧伝置と圏栴舟とれt
軒しい"よいI~C! (り{，L.H..う，

(編11集11後11記)
昔、わが車田直にみかんめ木が晶"'ニ

与、母圃"た骨量れ野菜くずなどの生ごみ

岳そ田車わi) 1~埋めたζ と量買えています.

II I!ιな畠とた"ん白寝泊Zなり‘.宇つ
がわりιょく食司宜Lた. ζ町躍も今は駐

車場になり、生c.はもうぽ品置2田町
「帽やせるご'J白租聾"正出Lてい草す.
と4ろで、市では今車置から生ごみ岳た
L 、Eにする容置を恒おうという車鹿に、酌

"金壷出す4止にLていますeこ也容曹は
単に大."パケγ.迫E董にLたようなも
申ですが、土串上に置畢そ白中に生ごみ告

政り込んで宇品企盲目黒m力でたい.'こ蜜
止てLまう という盲目t晶で贋法田川ケツ
弘l孟己申輪車.".便・3て‘来年には章

れい屯花奇い勺"い聖書かせようと凪ゥてい

ます. (T) 

棚田開制印周

) 
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